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成立する関係概念であるとして、 PS=f(S， F， L， C， 0， B I p) (PS:プロスポーツ、 S:スポーツ構造、 F:スポー























係において成立する関係概念であるとして、PS=f(S， F， L， C， 0， B I p)という関数式を演緯的に導いているが、
こうしたアプローチは、従来にない独創的なものであると言えるO それによって、プロスポーツを構成する
さまざまな諸要素が明らかになるとともに、プロスポーツが成立する条件についても、①スポーツ文化の社
会的浸透、②スポーツφメディア化の2要件を上げていることは妥当な見解であると言える。また、第2部
では、世界的に普及しているプロスポーツをカテゴリーに基づいて類型化したうえで、それぞれにおける典
型例の分析を通して、プロスポーツが存立するための条件として、「独占化Jおよび「外部化Jという契機
を導いているが、こうした結論についても妥当であるとして評価された。
平成 24年3月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。なお、学力の確認は、人
間総合科学研究科学位論文審査等実施細員IJ第11条を適用し免除とした。
よって、著者は博士(体育科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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